
2023年 11 月 19 日（47週目)主日礼拝               「重職者の使命と祝福」(エペソ 4:11-16) 
〇キリスト自身が、それぞれの牧師、伝道者、重職者として立てて下さっている。礼拝に臨む時に戦争に臨むような姿勢で向かうように。 

〇創世記 3:15のように女の子孫であるキリストがサタンの頭を踏み砕かれた。 

1)キリスト VS サタンとの戦いである。キリストは真の神であり サタンを打ち砕いた真の王である。 

2)教会 VS サタンの宗教と戦う。キリストがサタンを打ち砕いた。 

3)牧師・重職者 VS 偽預言者、宗教家(617,000人)たちとの戦いである。サタンに捕らえられたものを全て取り戻すように。 

1.信仰の対象 2.重職者の使命 3.キリストを味わう(礼拝と祈り) 

▲人間は、何かの神を信じている。宗教、お金などの何かを信じている。 

1)神道―神々を信じている。 

 仏教―釈迦を信じている。 

 ※人々は、悪魔(サタン)を信じている。 

2)キリスト教―真の神様 

 ・キリストが真の神様であることを信じることが出来るように。 

 ・真の神様であるからキリストの務めを出来る。 

〇キリスト―真の王、真の祭司、真の預言者 

3)ヨハネ 1:12(しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じ

た人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。) 

・イエス・キリストを受け入れた人は神の子どもとなる特権を与えられた 

4)ローマ 10:9-10(なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなた

の心で神はイエスを死者の中からよみがえらせてくださったと信じるな

ら、あなたは救われるからです。人は心に信じて義と認められ、口で告白

して救われるのです。) 

 ・私達の信仰の対象は、イエス・キリストである。 

〇ローマ 10:13(「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる。」 

のです。) 

〇エペソ 4:13(ついに、私たちがみな、信仰の一致と神の御子に関する知識 

の一致とに達し、完全におとなになって、キリストの満ち満ちた身たけに 

まで達するためです。) 

 ・イエスが神であることを信じて、私達も神のようになる。 

 

 

 

 

 

▲どのような重職者の使命を持つべきであるのか。 

1)エペソ 4:11(こうして、キリストご自身が、ある人を使

徒、ある人を預言者、ある人を伝道者、ある人を牧師

また教師として、お立てになったのです。) 

 ・神様であるキリストが、重職者としてたてる。 

2)目的―エペソ 4:12－13(それは、聖徒たちを整えて奉仕

の働きをさせ、キリストのからだを建て上げるためで

あり、ついに、私たちがみな、信仰の一致と神の御子

に関する知識の一致とに達し、完全におとなになっ

て、キリストの満ち満ちた身たけにまで達するためで

す。) 

 ・何のために重職者として立てるのか。 

 ・教会を立派に建てあげるためである。 

 ・レムナントたちが誇りを持てるような教会を建てる 

〇使徒 14:23(また、彼らのために教会ごとに長老たちを

選び、断食をして祈って後、彼らをその信じていた主

にゆだねた。) 

〇使徒 20:28(あなたがたは自分自身と群れの全体とに気

を配りなさい。聖霊は、神がご自身の血をもって買い

取られた神の教会を牧させるために、あなたがたを群

れの監督にお立てになったのです。) 

3)キリストのように・神のように 

〇エペソ 4:15(むしろ、愛をもって真理を語り、あらゆる

点において成長し、かしらなるキリストに達すること

ができるためなのです。 

 ・キリストが私の中に入ったのはキリストのように 

私達をするためである。 

 ・キリストは、完全なる神様である。 

 ・神様は、心が海のように広いお方である。 

 

 

 

 

 

▲頭であるキリストが主人になる時

に、その力が全て私にとどまる。 

1)エペソ 4：16(キリストによって、

からだ全体は、一つ一つの部分がそ

の力量にふさわしく働く力により、

また、備えられたあらゆる結び目に

よって、しっかりと組み合わされ、

結び合わされ、成長して、愛のうち

に建てられるのです。) 

 ・イエス・キリストは神様である。 

 ・キリストが神様であることを味わ 

う時に癒され、力が現れる。 

〇ヨハネ 14：12(まことに、まこと

に、あなたがたに告げます。わたし

を信じる者は、わたしの行うわざを

行い、またそれよりもさらに大きな

わざを行います。わたしが父のもと

に行くからです。) 

 ・キリストを信じる人は、キリスト

よりも更に偉大なことを出来る。 

2)７つのやぐら 

 

3)7つの旅程 

 

4)７つの道しるべ 



現場地教会（2023 年 11 月 19日～2023 年 11月 25 日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】         「重職者の使命と祝福」(エペソ 4:11-16) 

  

【讃美】                   ３４４ この目は何も見えずとも 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
絶対やぐらを 
築く祈り 

１)キリスト 

【吐いて】悪霊の力がイエス・キリストの御名で打ち砕かれよ 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】サタンから解放して下さった 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】罪と呪いが終わった 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】永遠の命を下さった 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】全ての問題を解決された 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】主が共におられる 

２)聖霊 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】聖霊が共におられます 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】聖霊様が導いて下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】祈りに答えられる事を感謝します 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】天国の背景を与えて下さいました 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】天軍天使が動員されますように 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】暗闇の力が打ち砕かれよ 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】伝道者の生活を送れますように 

３)伝道 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】日本キリスト教国家となるよう 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】世界福音化が成就されますように 

４)５つの力 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】霊力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】知力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】体力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】人力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】経済力を下さい 

5)神の国の為の祈り 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】暗闇が砕かれ神の国が臨むよう 

 

 

お知らせ 
 

 

1、11 月 19 日まで重職者メッセー 

2、大阪伝道キャンプ 11 月 20 日～22 日 

3、長老任職式 11 月 23 日 

4、名古屋伝道キャンプ 11 月 30 日～12 月 2 日 

5、教会設立感謝礼拝(勧士、按手執事任職式)₋12 月 10 日 

6、クリスマスフェスティバル 12 月 24 日 14：30 

7、青少年修練会 12 月 26 日 10：00～17：00 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


